
津

軽

切

支

丹

史

の

I
等

驚

(脊′
)

茶
箱

?.
津

軽
切
支
丹
史

の
､つ
万

､
中
斯
.

に
款

等
T

rq,席

期
を
取
扱

い
､
而
し
て
契
墳

約

に
津
軽
善

と
粥
吉

卑
官
E
:

y
J
再
儒
ノ

重
属
す
否
事

態

石
油
零
し
た
素
拓
侶

鍾
津

軽
流
藩

の
守
康
車
軸
と

｣
論

言
雇
用
し
て
頚

J｡
う

と
患
う
も
の
で

｣1t:
I･?
:｡

ニ(
･ヌ

l
八
年

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

･
サ

ヒ
エ
ル

宋
朝

叛
来

約

-
世

常

の
周

た
け

に
止

諾

っ
た
宣
教

師

の
活
軌

で
は
K
.C

だ
埜
て
の
当
初

の
社
食
横
車

を
し
て
人

望
Kj
古
い
義
学
'

伝
密
､
習
慣

の
拘
束
を
く

し
て
割
合
の
自
由
を
も

っ

て行

動

さ
せ
新

し
い
｣メ
化
-
新

し
い
帯
貴

で
あ
香
車
-

ス
ト
貴

に
と
び
∩
く
条
件
を
整

･r<
き
t
j
J
且

っ
従

者

月
岡

の
2m
時

の
次
発
か
ら

し
て
モ
宋
肴
約
鹿
カ

の
乏

し
き

に
i
O
り
南

北

.を
手
リ
ス
ト
最

に
満
ち
得
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
.
ま

た
弟

諒

永

和

田
信
長
を
は
じ
め
豊

臣
秀
吉
､
徳

川
豪
康
等

の
蛮
9Lq
巷

に

期
向

の
長
暦
は
あ

否
も
･
の
の
対
化
貴
寂
帯
､
貿
易
産
額
､り

の
雅
宗
教

胡
理
由
で
は
禿
る
望

(
の
薄
着

億
鼻

竿

許
容

さ

せ
た
.tQ
(
)
1J
,
藩
大
名
の
商
業
的
利
益
適
束

に
伴
､つ
キ
リ

ス
ト
最

の
利
用
貰

､
こ
刈
ら

t
.塵

の
理
由

の
下
で
席
蔑

y
)

=
輯
席

を
易

誓

り
肌

た
の
で
布
石
｡
即

JJ
石
庭

楯

よ

り
帝

を

以
来

五
十
乗
車

の
同
障

害

祈
り

､
黍

塵

5
あ

っ
て
己
}

J

の
伝
薄
は
割
合
と
武
頑

を
あ

げ
ろ
()
iJ
却
可
能

で
誘

っ
た

の
ri/両
石

C
黙

し
こ
れ
に
対
丁
る
石
動
も
¥

の
性
格

に
J7)

り
同
時

に
定
石
必
然
性
を
看

L
L
,お

っ
た

.
豊

菅
秀

吉
の

拝
具
塵
嬉
衷
今

'
二
十
六
聖

人

の
魂
穀
を

i
j
が

(
)
の

t
席

至

不
し
､
初
期

の
外
面
的
歓
敗
と
は
様
相
を
異

に
し
て
来

､

更
に
鹿
州
政
権
L
'覇

か
層
-
家
康

の
麓
溝
霞
第

に
J
否
貿

易
濁
肇

の
ノ何
は
局
部
的
迫
害

は
第

1
だ

と
し
て
+
)
で

の
蒼
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大

声
j
T7相
室

を
師

の
活

動

､
信
者

の
鰭

ズ
空
許

し
て

あ

e
定

の
声
義

家

毅

iit阿
倍

･空
持

た

ぬ
詫
都
電

牙

rB
J.
貿

易

ー
即
ち

才

ヲ

ン
.昇
と

の
竜
顔

か
行

れ

弟

否

に
P
L
IJ
翠

い
薦
寒

で
禁

教

に
穐

′ん
｣t:-l
の

で
1'lbT
(::
た

二
周
長
十

七
年

八

W
･i/t
日

｢
伴

天
連

E
:捷

珊
瑚

禁

色

､
君

有
蓮

脊

壊
東

尾
F
･.1.可
麺

奏

封
fJ

の
禁
冷

媒
出

さ
九

､
更

に
望
努

貰
十

＼
軍
十

二
rul
二
十

日

付

で
金
地
捷
常

任

の
室

に
な

T｡
｢
(
軍

略

)
貴
書
利
吉
ET

与
(･l徒
更

適

才
采
..日
本
-､
非
魯
⊥声

高

野
市
重
複

椙
上
､
明
敏
も
J.I

魔
法
蒐
妄

声

､

崇

,tf
L,婦

中
,～
'転

男
蛋

llA
TJ
農

i<
裾

･hrJ.網

色

J
不
し

可
宥
レ
不
レ到

､

〔
中
略

)
日
本
配
N
杓
寸

十
二
天
班

､

無
知

韓

等

長
､

頭

声
療

･F,(.､
苛
素
麺

嶺
奇
∴

戸
封
.1罰

+
(
.､

(
歳

時

)

｣

の
賃

今

が
請

六
名

に
信
凄

さ
新

た

,詔
で
あ

る
ハ.

こ
の
禁
今
季

も

二

･/
東
部

に
丁
は
所

可
t]
板

書

伊
東

専
務

室

と
､
,LF.i
戸

J
り
釆

凄

さ

封

ナ三

人
久

保
相
模

母

が
信
烏

の

名
護

を
確

り

､

そ
の
他

S
天
主

堂

言
残

は
虜

き
或

は
破
壊

し
､
ス

拓
で

は
片
桐

且

元
が
命

を
軍

打
て

学
の
姓

理

に
薪
ノ

た

り

､
蹄

で
!=
山

口
緊

滴
や

解

せ

に
;[m
:

に
の
で
布

石

o

こ

S
取
舘

の
深
謀

か

｢
書
利

支
持
物
語
｣
を

と

に
描

か
す

て
石
弓
か

'
ご

の
陳

ー二
命

に
上作
せ
耳
仏
者

に
再
乗
せ
風
音

ち

哩
置
す

否
方

法

と

し
て
追
巌

を
行
.っ
の
一:/
重

り
J

こ
の

末
連

右
肺
繭
績

二
十

余
年

に
去

る
盟

怖
流
血

の
史
書

時

代

の
希

書

閉

っ
て
落

せ

額

､
何
時

に
湧

牽

四
五
や
庚

に
車

夢

な
影
壇
を
痔
ろ
葉
だ
丁
二
｣
と
に
モ
な

っ
た

の
で

布

石

寸

話
-

石
戸

怒

正
司

氏

の

｢.
淫

牽

着

席
と

干

-

シ
タ
ン
｣

(
弘
前

十人妄

ノ回
度

研
究

斉

=

一
号

)･
参

禦

､
氏

は
津

嚢
十丁
-
シ
ア
ン
度

tS;
二

兆
竺

珂
潮

tLJ
今

季

行

っ
て
あ

り

､
本
魂

で
昆
子

弟

に
産

(二
｣
｡

ノヽニ′-ヽ

｢
盾
旭
川
葉
紀

｣
恵
長
十

花
車

正
円

二
十

六
日
の
廉

に
JE

希
と

､

｢
甘
｣,'
日
堅

牢
琵
前

奇

利
常

よ
り
便

も

て
｡
芙
蓉

人
吉

山
方

狂
犬

ヌ

友
禅

大
道

南

塙

､
内
硬

承
苧

号
切
号

､

邪
宋

尋
常

す

呑

に
よ
り

て
召
捕

て
束
師

へ
迷

ろ
国

連
遁

す
｡

其

他
部
衆

確

の
鹿

毛

を
恵

し
て
赦

す

っ
邪
寿

を
希

の
き

香

春

は
｡

発

く
奥

es
津
軽

に
転
流
寸

へ
L
i
j
今

也
-り
寄
〃
｣

(
緊
荷
記

)

i
)
萄

IJ
､

同

笥

三
月

七

日

の
桑

に

は

T
前

田

家

の
巨
､
高

山
石
汝

大
夫

夜
軍

人
東

南
東

､
内
藤

罪
聾
守

姫
宴
等

､
子

の
俄
雪
勅

の
雪
女
吉
葉
入
国
鴫
桑

に
産
荒

し
､

そ

の
他
七
十

余
人
巷

は
兵

州
外

ケ
浜

に
紀
渡
す

(

L
と
命

せ
-り
香
b
L
と
あ
る
｡
却
く
巧
闇
/＼
淫

歴
外
ケ
浜

に
浅
漬
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に
姓
せ
,吟
薫

缶′二
見
転

信
症

で
十
秀
人

の
楕
京

T73
～
素

鹿

の
借

着

四
十

七

人

:.
大

舞

効
こ
"汚
毒

節

二
十

四
人

の
計

と

｣⊥

人

で

､
得
等

ほ
寮
長
十

た
き

t1
月
十

五

日

(
旧
暦

三

弓
七

旦

比
後

に
弄
審

Iii･)出
発

し
天
津

に
屠

い
た

苧
骨
五
月

!
巧

､

+(
淳

か
､り
琵
鷲
罰
毛
深
･::-
塞
く

eSi
hr
貴
賓
に
滞

覆

し
､

三

馬

二
十

f
日
英
把
を

Ii｡l
鴇
､
′笥

㌻
7.
司
茎
嘗

し
て
六
月
七

二

声

上

司

に
凄

転

JjbJ
到
憲

し

て
ー二
ノ弓
の
石
･寿
石

､

而

L
T
二
)
折
晴

､

帯
等

水
上
隆

し
!'..1
相

異

に

｢
J
r,
て
け
∵

持

(;
き

り
し

て
宗

阜

掩

伊
当

痔

土

三

軍
来

襲

伊
､｢
寮

し
て

､

÷
石
ヒ

エ
音
頭

は
京
都

､
大

津

∴

賢

警

二
位
崇

.こ
浮

華
ご

讐

八
L
.J･Lユ
巧

手

一

の

で
奉

(∵
illJ
I:･T
で
深

酒

(
寮

十
天

:,;
二
軍

爪二
｡‡
し
,.I.:I
,I
:
香

り

で
の
う

ち

陸

上
弘
前

の
城

下

へ

遍
≡
貰

了
｢
･二
′･＼車

ケ

JLll･(重

り
加
普

頭

と
さ
れ
て

茄

′=
1
号

L霊
g
u等
筑
J

車

到

着

(い,t
空

目
に
藩
主
信
粟

と
の
云
万
屋
煙
寮

二

E_)
こ
こ

か
1円
'
轟
ケ
雫

涛

ー
或

い
日
子

の
近

辺
に
上
陸

し
た.J
と
マ
ご
ノJ
J
い
ハ呈
＼
葦

か
う
､つ
か
Q

ヒ
こ
ろ
で
こ
の
津
軽
浅
漬

郡
帝

府

の
い
加
[11
奇
意

図

､

目

的

で
行

わ

れ
た

の

で
泰

否

か

に
つ

い
て
運

tY

て藻
を
な

ら

は

､

Q)
こ
別
は
慶

長
十
八
年
十

二
月

二
十

日

の
発
寒
や

に

よ
っ
て
遂

行
さ
封

に｣
の
で
泰

C
'
海
外

に
迫
着

き
射
貫
心

干

リ

＼ン
タ

ン
ス

名
高

山
竃

連
等

L
J
翼

し
て
蓑

田
し
た

モ

の

と

同

じ

も

の
で
秀
7
､三

y
･'.
房

て

す

い

ES[
で
持

巧

い
仲
q

l
体

隷

キ

リ

シ
タ

ン
改
案

･

と

り
わ

け

初
期

の
棄
衆

故
買

S,莱

既
得

で
指

､

l
長
句
信
者

香
礼
明

し
繋
凍

て
寄
代

り
に
堅

固
上付
石
窟
着

､
指
導

的
立
場

L/
祈
′石
信

徒

言
L
/
の

用
J｡
:;

連

着

し

､
信

仰
(〝
指

事

壮

絶

†
=
三

〔宣

竺

刊
pJ
Iの
射

て

pj

一(JT
っ
海
ヰ

憲
章

調

､
寺

整
流

譲

謹

巧

い

･1
11

と)
結

審

的

堅

と

い
う

差

異
に
ふ空
烏
西
∴

い

て

M
も
壁

間

把

と

い

､つ
,
)
ど

に
は
凍

り

な

く

.J
信

仰

の
盛

ん
な

.:人P
土

建

よ

=
信

仰

の
尭

籍
.警
萌

し
て
行

.吊
封
L
J
ご

恩
＼n
示

秀

1.
等
軽

と
い
､つ
と
J

当
時

tJ
l廼

理
動

に
見

て
＼
海
外

と
同
様

LJ
見
ろ

て
く
遠

方
,
の
J

照

AJ三
代

の
磨

け

琉

土

岬
:
I
+刀
L要

件

東

門
の

伝
滴

の
及
ん

で

い
LJ:さ
い
土
地
で
奉
り
､
布
告

の
両
帝

に
J･t
否
自
決
か消
滅

香
期

鋳

出

宋

石
こ

レ
｣
rP
範

っ
た

苧

つ
L

､
ま

た
席

府

解
凍

竃

の
増

と

し
て
層
位

L

T
＼
盲

っ
Lに
r
)
U
う

こ

と
は

筏

世
の

警

八
の
例

却
In
も
推

票
出
来

希

等

萄肇

′
㊤

侶
信
徒

(
の
鬼
t
J
L
の
そ
革

帯
煉
克
也

し
て
行

い
､
直
方

に
垣

表

す

る
草
葉
を
信
徒
等

LJ
屈
せ

｣
の
ー
転
東
雲
積
極

的
に
可

駐
在
､り
L
朗
石
手
持
と

し
て
患

え
た

こ
と
t!,
あ
う
､つ
ハ,
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車
馬

市

崇
.漕
晃

刀
辺

涼

月
旭
を
薗
柘

せ
丘

枠
た

拘
二
,:
ノ

い

･(ノ
鯉
置

き
と

っ
た

f
)
ヒ
rd:
即
ち

｢
謹
厳

ヲ
棄

ル
ヲ
故

〆
亮

毎
等
患

信
毒

ヲ

シ
テ

入
寒
無
車

璃

ヲ
屑
箱
と

シ
ム

ル
装
為

〆

斗

匪

ノ
津

撃

一
連

鼓

Iノ‥
ル
丁

目
｡

｣
(口
酌

空

相
撒

讐
)

｢

用
布

も
荒

旭
を
開
墾

す

る
が
た
め
千

リ
シ
タ

ソ
亨
利

用

･三
･･㍍

で
あ

Tr
･

｣

(
佃
卵
畑

舵
純
増
空

し
)

言
つ
虹
.｣

し

て

モ

J
幕

府

の
根

本

的
意

図

は
票

努

の
盛

石
な

土
伸
い
ル

ふ

‥

の
信

仰
の
根

本

約

束

鷲
と

い
う

rJ
と
伸
扉

も
大
き
な
肇

､
｣
..

rtI
奉

1
1
1に
こ

と
は

確

か
で
あ

KT.う

｡

･J
,
f

L

.L

(
)
巧
涜
滴

の
苧
臭

に

つ
い
て
で
あ
′石
か

､
信

㌍

ナ
∴
｢
一に
丁

蕎

川
音

に
涜

詞

に

岨
t
J
･り
オー
た

の
で
秀

句

､
慧

Jり
甘
1LJ
の
代
償

LJ
L

7
1･,LJ
の
欄

に
第

い
て
は
信

仰

手
兵

呑

Irj
来

鳶
と

,i
Jつ
億
領

の
も

の
で
あ

っ
た

ろ
＼つ
か

り

少
く
な

く

i
l
も
吉

山
右

近
等

の
海
外
延

着
虐
轟

の
場

合

は

､
}
/
,リ

男
乾
す

こ
と

排
出

凍

石
で
奉

ろ
う

｡
確
か

に
当
初

縛
等

競

人

類
信
仰

甘
言
.こ
と
を

ー
他

に
感

化
を

眉

持
さ
ぬ
帽

り
1,g

か
,打
痛

賢

の
-1

巧

Ⅰこ
詔

の
わ
;二
1
市

っ
た
形

で
あ

り

.
庚

等

を

し
て

｢
藩

主

加

同
席

の
念

を
彼
等

に
萄
左
hJ
た
?
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